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　出版から少々時間が経っているが，興味を持たれ
る方は多いと思うので紹介したい。本書の対象とす
る「東熱帯アジア」はいわゆる「東南アジア」では
なく，ASEAN諸国からインドネシアのマルク，パ
プア等を除き，アンダマン・ニコバル諸島と北緯
30 度以南の中国と日本（南西諸島）を加えた地域
である。ミャンマーより西側の熱帯地域はより乾燥
した地域であるのに対し，東熱帯アジアはより湿潤
で森林が成立する地域であり，熱帯アジアの森林的
な生物相を持つとの認識からである。
　本書の特徴の一つは人為に関する記述が多いこと

で，植生や生物地理に関しても人為のもたらした植
生・生物相と自然的に成立したそれらとが並列的に
述べられている。「本来の自然（＝熱帯降雨林）に
人為が外から関与する」という捉え方ではなく，人
類の活動も自然の枠組みの中で捉えるというスタン
スである。また，これまでの熱帯降雨林を扱った書
物の記述が植物に偏る傾向があったのに比べ，本書
は動物に関する記述が豊富であり，著者は偏らない
視点を保つように努めたようだ。生物多様性保全に
関しては，最後の 2章で述べられているが，本書の
本文の 3割近い合計 61 ページを割いてかなり力を
入れている。取り上げている題材や論点も，統計の
信頼性，貧困，汚職，狩猟と野生動物の売買，侵入
種の問題等，資金，教育，制度，生態系修復に関す
る踏み込んだ論議等，きわめて多義にわたってい
る。斬新な視点で書かれた良書としてご一読をお勧
めする。 （松本和馬）


	net83hyo01
	NET83MGO.indd[00]
	NET83MGW.indd[00]
	NET8301.indd[00]
	NET8302.indd[00]
	NET8303.indd[00]
	NET8304.indd[00]
	NET8305.indd[00]
	NET8306.indd[00]
	NET8307.indd[00]
	NET8308.indd[00]
	NET8309.indd[00]
	NET8310.indd[00]
	NET8311.indd[00]
	NET8312.indd[00]
	NET8313.indd[00]
	NET83OK.indd[00]



